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該当する｢~】には、し印を｡｡入してください，特定JIF難行以外のり噸背の力はし印の組入は下撰で-《ｉ

「唯噸年度」とは計DlIlIuⅡ１１１の1111年度を、「l]標年度一とはiii画jIM1lHの岐終年度を、「側i1ｹｲ1包皮一とはiiliIlIiⅡ）Ⅱ111のうち．今回報ｉｌｉの対象となる年度をいい渡す、

Ｆ１概黛所等排111区分Ｊとは京都府Iflの１唯所等のｻﾞB業幡動のためのエ土ルギーの使ⅡIに伴い発生するiM室効果ガスを、「輸送車両排lllWLとはrI動11(迎送班寵行については便111の本拠の位IPIを」KfW府内とりる０１〔I山ｉ
の排１１Ｉする温室効果ガスを、鉄道WJ蕊行については係ｲＩする貨物【にidWxIt旅客H'１両の排１１Ｉする温室効果ガスを、￣その他排出区分」とは１２記以外の)i〔師府内における01嶬所等の`l蟻活動に伴い苑'1:する温室効jILガス
をいい二kす、

「原１１１位２０iたりの温室効果ガス排ＩＨＩit聯」の「lⅡ途区分」には、ｃｃｌ２ｌＭ、‘ＩＦ椅所/[どの)11途を記入してください，ＦＩＩ;illi化の指標」には．分「の「§酸化炭素換算」の下に分ﾉﾘとなる指標（'１;溌数11t、延べ床１，
積、走行距醗等）を３２入してください

「その他の地球温暖化対東による温室効果ガスの削減Iit等一リ)うちＦ熊林の保全及び糖(fi-の「11標iIH度（計画）＿欄には計向lII11H1`１１の11標の梁,ilを、￣報告年ljr（9埋網）＿欄には災綱の紫tiIをin1人してください

「特iii｣O1FJnには、Ｗ162年度（１９９１)年度）を卿Hとした排１１１砒の対比や、iJTエ火INI品１M発など他行の温鑓効果ガス排llIriI減への面献、グリーンi測述の採１１１、特定フロンなどU)条例指定外のiMl篭効果ガスの１１ﾘ減
などをi１２人してください

⑰ 

６ 

(1三所（法人にあっ
ては 主たる１$務
所の所在地）

〒604-8520

京都市中京区西ノ求栂尾町１番地の７

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

jAi者の氏名）
学校法人立命館理事良長田魁[;〔

事業者の二lﾐたる
業種 大学

該当する事業者
要件 ＰＪｉ〔都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１卜)該当事業行（ノヒ規模エネルギー使１１１事業荷（l『(１１１に換算して1,500キロリットル以１２））

「

「

〃〔都府地球温暖化対策条例施行規jlI第10条第２湯又は第３号該当事業行（大規模述送事業者（トラック又はパス100台以'二／タクシー150台以上／鉄道11〔
lillil50両以_上）

ji<都府地球温暖化対策条例施行規llU第10条第４}十該当事業行（その他の温室効果ガスの大規模排ＩｌＩ事業行（二酸化炭糸に換算して3,000トン以'二））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

大規模なキャンパスにおいては、使月}エネルギーをlIf年原単位で１％ｉＩｉＩ減を1-1指している。

推進体制
これまでの省エネルギー推進委員会から、水、廃棄物の削減を含め地球環境改葬の取り組みを全学を挙げて推進するため、２２年２１１１１]に発足させた立命
館地球環境委員会の推進体制を確立し具体的取りiMlみの検討に入った。

環境マネジメントシステム名称

適)11範

取得年1j[］

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

平成19～23年度

平成20～23年度

平成21～23年度

設備、対象、［樫等

給水設備

受変電設備

空調設備ﾘﾆｭｰｱﾙ

措置内容

給水ポンプを圧ﾉﾉ制御インバータ方式に変災

サブ電気室のトランスの適iE配置、省エネ型機器への史新平成20年度～23年度内実施予定

設置から20年を超える電気式チラー更新平成21年度～平成23年度内実施予定
温室効果ガスの
排出量等 排}'１区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排'１}区分

Ｃその他排出区分

排(1)合計

実統に対する自己評価

基準年度（実紙）
(19）年度

（ご駿化炭素換算）

'二1標年度（計lMii）
(22）年度

（2酸化炭業換卿）

期減率
(i;|･画）

報告年度（実績）
(22）年度

(二酸化炭素換算）

増減率

(実績）

１０２９１０ｔ 10,2120ｔ -0.8％ 10,505.3ｔ ２１％ 

ｔ ｔ ％ ｔ 
0)／ 
へ）

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ 10291.0ｔ ＊２ １０，２１２０ｔ -0.8％ ＊４ 10,505.3ｔ ２．１％ 

社会的な地球環境保全の高まりを受け使用者の意識の高まりがあったが、
用量の燗､Ⅱがあり、１１１の降雪を伴う厳冬もｴﾈﾙｷ'一使用鼠噌加に影響した`，

７)j後半から９月にかけての猛暑で概ねIMi年比15%前後のｴﾈﾙｷﾞｰ便

原単位当たりの

温室効果ガス排
(1)量等

)1]途区分 原単位の指標

衣笠キャン
パス

二酸化炭素換算

１６７，９９２３８ 

朱雀キャン
パス

二酸化炭素換算

２７」24.80

立命館中高
二酸化炭素換算

２１，２５１５９ 

立命館宇治
中満

二酸化炭素換算

27,513」２

立命館小学
校

二酸化炭素換算

’1,357.91 

実紬に対する、己評価

基準年度（実績） 目標年度（計lIlli） 噌減率（j}画） 報告年度（実績） 墹減率（実績）

O0438l-CO2/ITi 0.0425［-CO2/㎡ -3.0％ 0.0433t－CO2/㎡ -1」％

00505［-CO2/ITf 0.05051-CO2/ITi 0.0％ 0.0503t-CO2/Iri -0.4％ 

0.0349［一CO2/ITf 0.O349I-CO2/ITf 0.0％ 0.0355［-CO2/ITi 1．７％ 

0.O271t-CO2/㎡ ０．０２７１１－CO2/rTf 0.0％ 0.0274t-CO2/nrf 1．１％ 

O0234l-CO2/ＩＴｆ 0.0350［-CO2/ITf 49.6％ 0.0319［-CO2/㎡ 36.3％ 

ZZnl二Zjlに元疋こせたblnn鴎地堺頻境安貝会(ﾉ)もとに全学的な取り組みを飴めたが、７月後半から９月にかけての猛暑で概ねIiij年比15%前後の
ｴﾈﾙｷ'一便Ⅱ)昂の１，川があり、１１](ﾉ)降雪を伴う厳冬もｴﾈﾙｷﾞｰ使１１]量増加に影響した`，衣笠ｷｬﾝﾊﾞｽについては老朽空調機更新や述物断熱改修を
実施しており増加幅一定抑えられたと考える“

その他の地球温

暖化対策による

温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した竃ﾉﾉ
又は熱の供給

グリーン電力のIMi人

家庭における温室効果ガス排１１｝
量のIﾂﾞﾘ減効果分のIMI１入

削減品等合計

目標年度（計IIhi）
取組lik等 （苣駿化炭素換鰍）

(整備而欄） hａ (吸収Ii(） ｔ 

(利川 I、》 (削減lit） ｔ 

(充電lit） kwｈ (Hﾘ減lit） ｔ 

(熱供給lit） GＪ (ｌｌｉﾘ減I枇） ｔ 

(職人Iit） kwｈ (|ｻﾘ城Iit） ｔ 

(鯛人１，t） ｔ (iIiIj減Iit） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組Iit等 (二酸化炭瀧換算）

(値備面稠） hａ (吸収通） ｔ 

(利川量） I、） (削減li） ｔ 

(だ屯吐） kwｈ (lｻﾘ減lit） ｔ 

(熱供給fit） GＪ (lｻﾘ減Ht） ｔ 

(鯛人砒） kwｈ (riﾘ滅遜） ｔ 

(川人砥） ｔ (ﾊﾞﾘ減11） ｔ 

＊Ｒ ｔ 

鑑ﾘ|排出量

(排出合ﾖﾄｰ削減等合iiI）

基準年度（突紋）

＊１１０２９１．０ｔ 

１１標年度（計11111）

I，かい’10,212.0ｔ

１１１減》ｷ！（計画）

-0.8％ 

報告年度（実績）

㈹1）－(*5） 10,505.3ｔ 

墹減率（実紙）

２．１％ 

地球温暖化対策
に資する社会頁
献活動

①学flﾐなどの課外活動による環境活動への参加。
②学〈'三、生徒、児童への自然環境に関する教育。
③本学の実施事例の関連団体研修会での事例報f1i。

特記事項


